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内容要旨

がんリハビリテーション対象患者のリハビリテーション介入時期における明確な介入指針は

示されていない化学療法を継続する要件として活動性の指標である PerformanceStatus (以

下 PS)Oから 2を継続出来ていることがあげられる．我々は，現状のリハビリテーション依頼より

も活動性の高い早期から，リハビリテーション介入することでPS維持につながるのではないかと

考えている本研究では化学療法を行った進行大腸癌患者を対象に，歩行などの ADL能力に

関係が強い，大腰筋を CTDICOMデータから3次元大腰筋モデルとして作成し，その体積を大

腰筋筋量として計測した計測時期は診断時，前悪液質期，終末期（死亡 1か月前）にわけて，

経時的な調査を行った研究の計画段階では終末期にかけて，大腰筋は減少することが予想さ

れたが，実際の結果では診断時から前悪液質期までに有意に減少し，前悪液質期から終末期

にかけては有意な差を認めなかったまたリハビリテーション介入例は終末期でも非介入例と

比較すると大腰筋体積に有意な増加を認めなかったが．大腰筋体積が減少した症例は有意に

少なかった結果からリハビリテーション介入に関しては，可能な限り早期に行うことが望ましい

ことが示唆されたそして終末期においては，筋量の増加は困難であっても歩行やADLに関係

のある大腰筋体積を減少させない可能性があるので介入の検討をするべきであると考えられ

る．


